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出
産
儀
礼
に

お
い

て

「

胞
衣」

の

取
り
扱
い

は

重
要
な

も

の

で

あ
り、

さ
ま
ざ

ま
な
作
法
が

あ
る

こ

と

に
つ

い

て

は

す
で

に

指
摘
さ

れ

る

と

こ

ろ

で

あ
る

。

胞
衣

に

関

し

て

の

研
究
に

は
、

矢
野
敬
一

「

誕

生

と

胞
衣
」

　（
「

列
島
の

文
化
史
』

4
、

一

九

八

七

年
）

、

横
井
清
『

的
と
胞
衣
』

　
（
平
凡
社、
一

九
八

八

年）

な
ど

が

あ
る

。

し

か

し、

特
に

小
笠
原
流
礼
法
書
に

み

ら

れ

る

胞
衣
に

焦
点
を
当
て

た

も
の

は

な
い

よ

う
で

あ
る

。

　

出
産

儀
礼
に

関
し

て

は、

小
笠
原
流
礼
法
に

お
い

て

も
「

嘉
礼
」

と

し

て

重
視

さ

れ、

関
連
す
る

礼
法
書
も
あ
る

。

主
な
も
の

に

『

産
所
道
具
巻
』

　
『
産
所
諸
用

集
』

　
『

胞
衣
納
之
巻
」

　
『

産
着
伝
記
』

　
『

胞
衣

納
伝
記
』

が

あ
り、
　
『
女
中
十
冊

書
』

に

は

「

産
所
次
第
」

が

収
録
さ
れ

て

い

る
。

こ

れ

ら

に

お

い

て

胞
衣
の

取
り

扱
い

は
、

や

は

り
重
要
視
さ

れ

る

も
の

で

あ
る

。

そ

こ

で
、

本
稿
で

は
、

小
笠
原

流
礼
法
書
に

み

ら
れ

る

胞
衣
に

焦
点
を
当
て

「
胞
衣
」

に

つ

い

て

考
察
を
加
え
た

い
。

一
　

小
笠
原
流
礼
法

　
小
笠
原
流
礼
法
は、

も
と
も

と

男
性
を
対
象
と
す
る

武
家
儀
礼
で

あ

り
、

弓
や

馬
に

関
す
る

も
の

を
中
心
と
す
る
。

し
た
が
っ

て

出
産
関
連
の

儀
礼
と

し
て

は
、

古
く
は

弓
関
連
の

も
の

と

し

て

「

蟇
凵

」

が

あ
っ

た

て
い

ど

の

も
の

と

考
え
ら
れ

る
。

し
か

し
、

巾
世
末

、

武
田

信
玄

に

信
州
を
お

わ

れ

た

小
笠
原
長
時
は
、

礼
法

に

深
く
関
心
を
寄
せ

た

よ

う
で

、

さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の

礼
法
書
の

執
筆
に

手
を
そ

め

た
。

長
時
が

伝
え
た

も
の、

さ
ら

に

は

そ
れ
を

も
と

に

門

弟
筋
の

も
の

が

手
を

加
え

る

な
ど

し

て

伝
え
た

も
の

が、

先
に

あ
げ
た

出
産
関
連
の

礼
法
書
で

あ

る
。

す
な
わ
ち
本
稿
で

と
り
あ
げ
る

小
笠

原
流
礼
法
書
と

は、

こ

の

系
統
の

も
の

で

あ

り、

い

ず
れ
も
江
戸

時
代
初

期
の

礼
法
家
水
嶋
卜
也

（

之

成）

を
経
て

、

そ

の

門

弟
筋
に

伝
え
ら

れ

た

も
の

で

も

あ
る

。

　
礼
法
書
に

は、

巻
末
に
、

そ
の

伝
書
が

ど

の

よ

う
な

人
々

に

よ
っ

て

伝
え
ら
れ

て

き
た
か

を
示
す

、

い

わ

ゆ

る

「

伝
系
」

が
記
さ

れ

る

こ

と

が

多
い

。

出
産
関
連

の

礼
法
書
に

も
そ

れ

が

記
さ

れ

て

い

る

こ

と

が

多
々

あ

り、

記
さ
れ

て

い

る
場
合

は、

小
笠

原
長
時
か

ら

は

じ

ま
る
。

し
か

し
、

こ

れ

ら

は

必
ず
し
も
長
時
が

伝
え

た

も
の

を

そ

の

ま
ま

伝
え
た

こ

と
を
示
す
も

の

で

は

な

い
。

伝
え
ら
れ

た

過
程

で
、

何
ら

か

の

手
が

加
え
ら

れ

て

い

る

可

能
性
も
あ
る

が
、

長
時
自

筆
の

ま
と

ま
っ

た
伝
書
の

存
在
が

知
ら

れ

ず、

ど

こ

ま
で

が

長
時
が

伝
え

、

ど
こ

か

ら

が

後

に

付
け
加
え
る

な

ど
さ

れ

た

か

の

判
断
は

む

ず
か

し

い
。

少
な
く
と
も
水
嶋
卜
也

の

門
流
で

は
、

こ

の

よ

う
な

も
の

が

伝
え
ら

れ
て

い

た

と

い

う
こ

と
は

い

う
こ

と

が

で

き
る
。

⇒

　
胞
衣
桶

　

「

産
所
諸
用
集
　
乾』

れ

て

い

る
。

巻
末
に

（
注
1
）

に

は、

産
所
に

用

意
す
べ

き
道
具
が

あ
げ
ら

す
え
　
と

も
こ

〔
幼
児
教
育
学
科）
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右
一

冊

口

伝
等
雖
有
之

至
于

時
初
学
之
門
弟
依
難
働
今
爰
二

産
所
諸
用
集
記

置
者
也

　
　
　
　
　
　
　

水
嶋
卜
也
之

成

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
甚
右
衛
門

幸
氏

　
　
　
　
　
　
　
同

　
隼
太

　
　

幸
充

　
　
　
　
　
　
　
同

　
将
曹

　
　

幸
督

　
　
　
　
　
　
　
同

　
隼
太

　
　

幸
辰

　
　
　
　
　
　
　
坂
田

段
治

　
　

能
賢

風
」

な
ど

の

図

が
載
る
。

　
「

胞
衣
桶
」

の

図

に

は
、

蓋
ノ

高
サ

九
分

指
渡
七
寸
　
高
サ

三

寸
五

分

と
あ
る

。

こ

れ
は
、

水
嶋
卜
也
が、

女
性
の

た

め

に

編
纂
し

た

と
考
え
ら

れ

る

『
女
中
十

冊
書
』

に

所
収
さ

れ

る

「

産
所
次
第
」

に

次
の

よ
う
に

あ
る

こ

と

と

同

じ

で

あ
る

。
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と

あ
る

こ

と

か

ら
、

小
笠
原
流
の

伝
書
で

あ
る

こ

と
が

知
ら

れ

る
。

衣
関
係
の

も
の

と
し

て

次
の

も
の

が

あ

げ
ら

れ

て
い

る
。

御
胞
衣
土

器
一

ッ
。

五

斗
土

器
な

り
。

御
胞
衣

桶
曲
物
壱
ッ
。

白
絵

、

御
紋

。

胞
衣
盤
一

ッ
。

檜、

白
絵

。

是
御
臍
緒
を

当
申
盤
な
り

。

そ
れ

に

は

胞

　
こ

の

う
ち

「

御
胞
衣
桶
」

に

関
し
て

は
、

　
『

産
所
道
具
之
巻
』

に

絵
が

載
る

。

『

産
所
道
具
之

巻
」

は
、

産
所
で

使
用

さ
れ
る

道
具
の

図
を

ま
と
め

た

礼
法
書
で

あ
る

。

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
本
に

は、

巻
末
に

小

笠
原
大
膳
大
夫

　
長
時

同
　
　
右
近
大
夫
　
貞
慶

と

あ

り
、

小
笠
原
流

の

伝
書
で

あ
る

こ

と

が

知
ら
れ

る
。

そ

れ

に

は
、

　
「

公
卿
」

「

箆
」

　
「

胞
衣
桶
」

　
「

押
桶
」

　
「

手
水
桶
」

　
「

盥
」

　
「

寄
懸
」

　
「

片
高
畳
」

　
「

屏

一

ゑ

な

桶
の

事。

高
さ
三

寸
五

分、

り
。

鶴
亀
松
竹
を
え
が
く
な
り

。

口

の

広
さ
七

寸
、

ふ

た

の

高
さ
九

分
な

　
と

こ

ろ

で
、

水
嶋
卜
也
（
之
成）

の

高
弟
伊
藤
幸
氏
は、

卜
也
没
後

、

卜
也

よ

り
伝
え
ら

れ

た

こ

と

を
記
録
し

た

も
の

だ

と

し
て、

い

わ

ゆ

る

「

之
成
伝
記
」

を

編
纂
す
る

。

お
お

む
ね
記
事
が

詳
細
に

な

る

傾
向
が

あ
る

。

そ

の

「

伝
記
」

の
…

つ

に

「
産
所
道
具
伝
記』

が

あ

る
。

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
本
の

巻
末
に

は、

元
禄
十
一

年
三

月
二

十

七

日

の

「

伊
東
甚
右
衛
門

幸
成
」

の

跋
が
あ

る
。

　
「

伊
東
甚
右
衛
門

幸
成
」

と

は

伊
藤
幸
氏
と
考
え
ら

れ
る

。

同

書
は
、

先
に

あ
げ
た

「

産
所
道
具
之
巻』

で

と

り
あ
げ
ら

れ
た
道
具
に
つ

い

て

の

「

解
説
書
」

と
も
い

う
べ

き
も
の

で
、

胞
衣
桶
に
つ

い

て

は

以
下

の

よ

う
に

あ
る

。

一

胞
衣
桶
ハ

曲
物
也

。

蓋
ニ

モ

廻
リ
ニ

モ

鶴
亀
松
竹
ヲ

自
画
二

画
也

。

寸
法

、

指
渡
七

寸
五

分
。

カ

ヤ

ウ
ニ

セ

ネ
バ

五

計
土
器
ガ

中
へ

入

ラ

ヌ

ナ
リ。

高
サ

三

寸
五

分
。

蓋
打
キ
セ

ニ

シ

テ

九

分
也

。

七
寸
五

分
。

七

寸
ハ

七

曜、

互

分

ハ

五

星
二

表
ス

。

高
サ

三

寸
五

分
ハ

三

方
五

行
二

比

ス
。

蓋

ノ

九

分
ハ

九

曜

一 2 一
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二

表
ス

。

又

指
渡
シ

六

寸
四

分
ニ

モ

六

分
ニ

モ

ス

ル
。

六

寸
四

分
ハ

六

十
四

ケ
国
二

表
ス

。

六

寸
六

分
ハ

六
十
六
分
ケ

国
二

比

ス
。

日
本
ノ

州
、

数
、

初

メ

ハ

六

卜
四

ケ

国

ナ

リ
。

後
二

壱
岐
対
馬
ノ

ニ

嶋
ヲ

入
テ

六

十

六
ケ

国
ア

リ
。

他
流
ノ
一

説
二
、

胞
衣
桶
ヲ

ユ

タ

カ

筥
ト

モ

申
ス

也
．

蓋
二
、

男
子
ニ

ハ

内

戚
ノ

名
字
ヲ、

女
子
ナ
ラ
バ

外
戚
ノ

名
字
ヲ

太
ク

画
テ、

側
二

年
号
月
日

ヲ

画
ク

也
。

他
流
二

友
引
ノ

方
へ

納
ル

伝
モ

ア

リ
。

　
こ

れ

ま
で

紹
介
し
た

も
の

に

比
較
し

て

詳
細
な

記
述
で

あ
る

。

　
指
渡
の

長
さ

が、

七

寸
五

分
と

な
っ

て

お

り、

少
し

大
き
い
。

こ

れ
は

「

五

計

土

器
」

す
な
わ

ち
「

胞
衣
土

器
」

が

入
ら

な
い

と

す
る

、

実
用
的
な

面
が

あ
る

と

同
時
に

、

数
字
に

意
味
を
持
た

せ

る

た
め

、

高
さ
に

照
応
さ

せ

た

の

で

は

な
い

か

と

思
わ

れ

る
。

こ

う
し

た

数
字
に

意
味
を

持
た
せ

る

こ

と

は、

指
導
の

上
で

は

意

義
深
い

こ

と
で

あ
っ

た

と
考
え
ら

れ

る

が
、

そ

の
一

方
で
、

小
笠
原
流
が

細
か

な

こ

と

ま

で

決
め

ら
れ

た

堅
苦
し
い

も
の

と

い

う
イ
メ

ー

ジ

形

成
の
一

因
と
な
っ

た

こ

と

は

否
め

ま
い

。

　
な
お

小
笠
原
流
の

礼
法
書
の
．

つ

『
故
実
抜
要
凵

伝』

に

は

次
の

よ

う
に

あ
る

（
本
文
は

架
蔵
本
に

よ

る
）

。

一

胞
衣
桶
寸
法
之
事

。

指
渡
し

七

寸
五

歩
、

高
さ

三

寸
五

分
と

古
法
に
い

へ

ど

も
高
さ

五

寸
よ

し
。

蓋

打
き

せ

に

し

て、

蓋
の

縁
幅
を

九

分
に

し
て、

鶴、

亀
、

松
、

竹
、

家
の

紋
白
絵
な
り

。

日

伝
。

一

胞
衣
土

器
の

事
附

産
石
の

事
。

ゑ

な
人

の

土
器
と

て

五

斗
土

器
を
一

重
な

り
。

是
も
白
絵
な

り
。

此

土

器
の

中
へ

、

ゑ

な
を

水
に

て

洗
ひ

、

酒
に

て

洗、

紙
に

て

包、

土
器
の

中
へ

入、

五

斗
土
器
を

蓋
に

し
て
、

青
絹
に

て

包、

胞
衣
桶
へ

入
、

昆
布

、

栗
、

熨
斗
蚫
を
添

、

ゑ

な
桶
の

蓋
を

し
て

上

を

白
布
に

て

結
、

箱
に

入

納
る

な

り
。

産
石
は

青
め

の

生

石、

丸
き
を
用
ひ

た

る

が

よ

し
。

石
に

も
白
絵
な
り

。

包
む

土
器
の

中
へ

入、

五

斗
土

器
も
包
た

る

が

能
な

り
。

条
々

口

伝
。

　
大

方
は

同
じ
で、

次
に

と
り
あ
げ
る

『
胞
衣
納
之

巻
』

　
『
胞
衣
納
伝
記
』

の

記

述
と

も
ほ

ぼ

同
じ

で

あ

る

が、

異
な

る

の

は、

高
さ

を
「

三

寸
五

分
」

と

す
る

の

は

「

古
法
」

で

あ

り、

今
は

「

五

寸
」

と

す
る

と
あ
る

。

古
い

か

ら
と

い

っ

て
、

そ

れ

を

必

ず
し
も
守
ら

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

と

い

う
の

で

は

な

く
、

実
用
に

あ
わ

せ

て

変
化
さ
せ

た

こ

と

が

う
か

が

わ

れ

る
。

三

の
一
　
『

胞
衣
納
之
巻
』

『

胞
衣
納
伝
記
』

　

『

胞
衣

納
之
巻」

は、

小
笠
原
長

時
が

武
田
信
玄
に

信
州
を
追
わ
れ

た

際
に

、

長
時
の

側

近
く
で

礼
法
を

学
ん

だ

と

さ
れ
る

岩
村
意
久
の

伝
書
の
一

つ

で

あ
る

。

岩
村
意
久
に

つ

い

て

は

生

没
年
な
ど

不
明
で

あ
る

。

岩
村
が

伝
え

た

伝
書
の

全
体

像
は

不
明
だ

が、

水
嶋
卜
也
を

経
て

門
流
に

伝
え
ら

れ

て

い

っ

た

も
の

が
あ
り

、

『

胞
衣
納
之
巻
』

は
そ

の

う
ち

の
一

巻
で

あ

る
。

ま

た
こ

の

巻
に

関
し

て

の

「

之

成
伝
記
」

に

あ
た

る

『

胞
衣
納
伝
記
」

も
あ
る

。

以

下
は
じ

め

に

『
胞
衣
納
之

巻
』

の

当
該
記
述
箇

所
の

翻
刻
を
あ
げ

、

　
『

胞
衣
納
伝
記
』

を

参
考
に

し

な

が

ら、

胞
衣

納
の

手
順
に
つ

い

て

み

て

い

く。

な
お
二

点
と

も
に

東
北
大

学
附
属
図

書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
本
を

使
用

す
る

。
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三

の一
　

胞
衣
の

洗
い

方
な

ど

一

胞
衣

納
様
の

事
。

水
を
洗
ひ

、

其
後
酒

を
以

て

そ
・

ぎ、

蝶
紙
に

て

包、

土

器
に

入、

蓋

を
し

て

青
絹
に

て

包
。

桑
の

小
弓、

蓬
の

箭、

昆
布、

搗
栗

、

熨
斗
を
添

、

胞
衣
桶
に

入
、

自
布
に

て

ゆ

ひ

入、

箱
に

入
ぬ

る

也
。

　
こ

の

条
に

関
し

て

の

い
。

「
胞
衣
納
伝
記
』

の

記
述

は
、

以

下
の

よ

う
に

特
に

詳
し

一

胞
衣

納
ル

作
法

。

五

撰
三

鎮
ト

云
事
ア

リ
。

五

撰
ト

ハ

宿
ト
日

ト

時
ト

方
ト

地
ト

也
。

三

鎮
ト

ハ

地

ト
衣
ト

法
ト
。

吉
水
ニ

テ

洗
ヒ
、

吉
衣
ニ

テ

包
。

大

人
ノ

胞
衣
ハ

盤
二

水
ヲ

人
テ

能
産
塩
ヲ

洗
ヒ

落
シ
、

其
水
ヲ

捨
テ

、

又

其
ト

ヲ

酒
ニ

テ

ヨ

ク

洗
ナ

リ
。

水
ニ

テ

不
洗

。

産

塩
ノ

侭
ニ

テ

納
レ

バ

胞
衣

早
ク

朽
ル

ユ

ヘ

ナ
リ

。

酒
ニ

テ

洗
ハ

湿
ヲ

除
ン

為
也。

酒
ニ

テ

濯
ヒ

テ

能
滴
リ

ヲ

取
テ

蝶
紙
ニ

テ

包
、

土

器
二

入

テ、

土

器
ヲ

蓋
ニ

シ

テ、

其
上
ヲ

青
キ

絹
ニ

テ

包
ミ、

胞
衣

桶
へ

入
レ

テ、

桑
ノ

小
弓、

蓬
ノ

矢
二

本、

熨
斗

、

昆
布、

、
架
ヲ

添
テ

蓋
ヲ

シ

テ、

上

ヲ

白
布
ニ

テ

結
テ

箱
二

入
レ

テ、

釘
ニ

テ

箱
ノ

蓋

ヲ

シ

メ

テ

能
キ

ナ
リ

。

胞
衣
ハ

元

気
ノ

被
キ

物
ナ
レ

バ

大
事
ニ

シ

テ

納
メ

タ

ル

ガ

ヨ

シ
。

早
ウ

速
ニ

ス

ベ

カ

ラ

ズ
。

古
法
ニ

モ

然
リ

。

師
伝
二
、

弓
矢
ハ

胞
衣
ノ

悪
難
ヲ

防
ン

為
也

。

胞
衣
ノ

難
ヲ

防
ゲ
バ

子
二

災

ヒ

ナ

シ
。

　
（
中
略
・

弓
矢
の

作
り
方
）

桑
ノ

木
ハ

、

古
語
二
、

日
ハ

桑
ノ

中
ヨ

リ

出
、

月
ハ

蓬
ノ

中
ヨ

リ

出
ル

ト

ア

レ

バ
、

目
月
ノ

恵
ヲ

受
ル

理

モ

ア

ラ

ン

カ
。

天

竺
、

震
旦

ヨ

リ
ハ
、

我
大
君

ノ

国
ハ

東
二

当
リ

テ、

日

月
ノ

出
玉

フ

最
初
ナ

レ

バ
、

日

本
国
ト
モ

東
海
扶

桑
国
ト
モ

蓬
莱
宮
ト

モ

支
那
ヨ

リ

名
付
シ

ト

イ
ヘ

バ
、

如
此
ノ

道
理
ヲ

取
テ

風
ヒ

ノ

古
実
ト

ナ
レ

ル

カ
。

又

是
二

墨
ゆ

筆
一

対
何
モ

紙
ニ

テ

包
テ

添
タ
ル

モ

ア

リ。

不
添
ト

モ

可

ナ
ラ
ン

カ
。

若
シ

添
ハ

祝
ノ

絵
様
ア

ル

墨

ト
白
軸
ノ

筆

然
ル

ヘ

シ

ト

ノ

事
也

。

鳥
ノ

跡
モ

不
絶、

天

地
泰
ヤ

カ

ナ
ル

ト

云
古
語
ニ

ヨ

リ

テ

ヤ
。

追
テ

考
ヘ

シ
。

其
外
ノ

種
々

ノ

祝
ハ

古
事、

四
季
法
礼
A

註
・

小

笠
原
流

ノ

礼
法
書
〉

ヲ

考
ヘ

シ
。

或
時、

師
〈

註
・

水
嶋
卜
也
〉

ノ

閑
居
ノ

時
二
、

胞
衣
ヲ

納
ル

時
二

下
ヲ

育

キ

絹
ニ

テ

包
上

ヲ

自
絹
ニ

テ

包
事
如
何
ト

問。

先
生

ノ

日
ク、

吾
子

ガ

尋
ル

処
ハ
、

青
キ
ハ

東
方
ノ

春
ノ

色
ニ

テ

陽
ナ

リ
。

白
キ
ハ

西
方
ノ

色
ニ

テ

秋
ハ

陰
也

。

陰
ナ

ラ

バ

下

ヲ

白
絹
ニ

テ

包
テ

上

ヲ

青
絹
ニ

テ

包
ヘ

キ
云

。

不
審
二

聞
ヘ

タ

リ
。

左
二

非
ズ

。

懐
妊
シ

テ
三

月
ノ

内
ハ

胞
衣
青
色
ニ

シ

テ

鶏
卵
ノ

形
チ

ナ

ル

元

気
ヲ

覆
フ

。

是
初
月

ノ

胞
衣
ノ

色
也
。

十
ヶ

月
ニ

シ

テ

胞
衣

白

色
ト

変
シ
、

形
容
ヲ

震
フ

。

此
理

ヲ

以

テ

古
人

ド
ヲ

青
色、

上

ヲ

白
絹
ニ

テ

包
ト

伝
ヘ

ラ

ル
。

意
味
深
甚
ナ
ル

事
ヲ

味
フ

ベ

シ
。

又
序
二

秘
事
ヲ

教
ベ

シ
。

大
人
ノ

方
妻
妾
ノ

外
ノ

下

部
二

御
手
ニ

ツ

ケ

サ

セ

玉
ヒ
、

身
籠
リ
テ、

貴
人
ノ

子、

野
父

ノ

子
ト

異
論
甚
キ

時
二
、

其
胞
衣

ヲ

洗
ヒ

見
ベ

シ
。

果
タ

シ

テ

父

ノ

紋
ア

リ
。

古
歌
二

胞
衣

絹
二

其
家
々

ヲ

顕
ス

ヲ

心
ヲ

ツ

ケ

ヌ

人
ハ

ヨ

シ

ナ

シ

　
此

古
歌
ア

ル

ハ

此

故
也

。

是
ハ

ル

爰
ノ

ミ

ニ

非
ズ

。

余
二

用
ユ

ル

秘
事
ア

リ

ト

ノ

事
也

。

カ

ヤ

ウ
ノ

事
モ

師
伝
ナ

レ

バ

残
ス

ベ

キ
事
二

非
ズ

記
シ

置
ナ

リ
。

　
胞
衣
の

洗
い

方
、

桑
の

こ

と、

胞
衣
を
包
む

絹
の

色
に
つ

い

て

の

師
の

説、

さ

ら
に

は
胞
衣
を
使
っ

た

子
の

判

別
の

し

か

た

な
ど、

多
く
の

こ

と

が

記
さ

れ

て

い

る
。
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三

の

三

　
胞
衣
を

納
め
る

方
角

一

胞
衣
納
る

方
角
の

事
。

其
年
の

玉
女
の

方
の

地
三

尺
掘
納
也。

男
子
は

左
の

足

を

以

三

度
、

女
子
は

右
の

足
を
以

て

二

度
地
を
踏
て、

天
長
地

久
御
願
円

満
此

土
隠

〈

割
注
・

男
子
の

胞
衣
／

女
子
の

胞
衣〉

と

唱、

其
前
脇
を
ほ

り

納
べ

し
。

一

何
れ

の

伝
と

は

し

ら

ね
共

、

産
所
の

下
に

胞
衣
を
埋

と

云
伝
有

。

然
と
い

へ

ど
も

家
流

に

非
ざ
れ

ば

わ

き
ま
へ

が

た

し

と

い

へ

り
。

一

獣
の

ほ

ら
ぬ

所
に

納
べ

し
。

若
掘
出
せ

ば

其
子
顛
狂
な
ら
し

む。

虫
さ

し

喰

時
は

悪
瘡
た
へ

ず
。

烏
鵲
食
す
れ

ば
死

を

に
つ

む。

神
社
墓

所
と
竈
な
ど

の

辺
に

納
る

時
は

其
子
盲
目

と

な
る

。

流

水
の

地

辺
に

納
る

時
は

か

な

ら
ず
水

に

溺
て

死
。

井
辺

水
出
候
所
に

納
る

時
は

聾
と

成。

道
の

辺

は

果
報
つ

た

な

し
と
い

へ

り
。

然
る

と

き
は

能
々

所
を

撰
納
べ

き

な
り
。

一

上

古
の

伝
に

大
人
高
位
の

胞
衣
は

桶
箱
に

納、

高
き
所
に

置
。

誕
生
の

日、

神
酒
供
御
を

備
る

也
と
い

へ

り。

　
「

玉

女
の

方
」

と
は
、

幸
運
を

も
た
ら

す
玉
女
の

い

る

方
角
の

こ

と

で

あ
る

。

小

笠
原

流
礼
法
で

は、

方
角
を

考
慮
す
べ

き
と
き
に

「

聞
神
の

方
」

と

と
も
に

よ

く
用
い

ら

れ
る

方
角
で

あ
る

。

玉

女
の

方
と

は、

寅
の

年
な

ら

ば

九
つ

め
の

戌
の

方
角
が

そ

れ
に

あ
た
る

。

江

戸
時
代
末
に

発
行
さ
れ
た

暦
な

ど

に

は
、

　
「

三

鏡
宝

珠
形
」

と

い

わ

れ

る

絵
像
が

付
さ

れ

る

こ

と

が
多
く、

中
央
を

「

天

星
玉
女
」

、

左
を

「

色
星
玉

女
」

、

右
を
「

多
願
玉

女
」

と

称
す
る

。

玉
女
の

信
仰
の
一

端
で

あ

る
。

　
深
さ

は

三

尺

と

あ
る

が、
　
『

胞
衣

納
伝
記
』

で

は
、

数
字
に

意
味
を

も
た

せ

る

た

め

に

「

三

尺

六

寸
」

と

あ
る

。

　
「

地
ノ

数
六
々

三

十
六

ヲ

表
」

と
あ

る

が、

根

拠
は

不
明
で

あ
る

。

　
ま
た

地
を

踏
む

こ

と

は、

地
中
の

虫
を

、

殺
さ

ず
に

払
う
た

め

と

さ
れ

る
。

　
「

天

長
地

久
」

云

々

は

祝
言
で

あ
る

が、
　
『

胞
衣

納
伝
記』

で

は、

次
の

説
を

紹
介
す
る

。

　
天
は

父、

地

は

母
の

意
味
で

、

父
母
も

長
久
に
、

こ

の

土

も
安
穏
に

、

こ

の

嬰

児
の

胞
衣
も
堅

強
で

あ
れ

と

い

う
祭
文
で

あ
る

。

ま
た

上

古
は

、

大
人
の

胞
衣
は

や

ま
に

納
め、

陰
陽
頭
が

祭
文
を
読
み、

散
米、

神
酒

を

地

に

供
し、

鳴
弦
の

役

が

弦
を

鳴
ら

す
例
が
あ
っ

た
。

ま
た

他
流
で

は

閨
の

下
に

納
め

る
。

　
ま
た

重
要
な

の

は
、

内
に

し
て

も
外
に

し

て

も
清
地
を
え
ら
ぶ

こ

と
で

あ
る

が
、

鬼
門
・

金
神
の

方
角
は

凶
で

あ
る

と
さ
れ
る

。

金
神
は
、

歳
徳
神
と
対
を
な

し
、

歳
徳
神
の

い

る

方
角
は

縁
起
の

よ

い

方
角、

そ
れ

に

対
し

て

金
神
の

い

る

方

角
は

悪
い

方
角
と

い

う
こ

と
に

な
る

。

　
獣
が
食
べ

る

と
、

子
が

驚
き

、

胞
衣
と
い

う
元

気
の

被
物
の

犯
す
こ

と

に

な
る

か

ら
、

　
「

顛
狂
」

に

な

る
。

虫
が
刺
し
通
す
と

子
に

響
く
か

ら

瘡
と
な
る

。

鳥
類

が

掴
ん

で

食
べ

る

と
病
死
の

と

き
に

死
想
が

悪
い

。

神
社

、

墓
所

、

竈
の

あ
た

り

は

神
仏
を

け
が
す
か
ら

盲
目

と

な
り、

川
の

あ
た

り
は

水
に

引

か

れ
て

水
死
し

、

井
の

あ
た

り
は

湿
の

た

め

に

腐
る

か

ら

耳
を

煩
い

聾
と
な

る
。

道
の

あ

た

り
で

神

仏
な

ど

を

汚
す
こ

と

が

あ

れ

ば

果
報
は

な
い

。

　
『

胞
衣
納
伝
記
』

で

は
、

以
上

の

よ

う
に

説
明
を
加
え
る
。

　
｝

見、

こ

ま
ご

ま
と
し

て

い

る

よ

う
だ

が、

具
体
的
に

記
し、

そ
の

理

由
を

あ

げ
る

こ

と

で

正
当
性
を

も

た

せ

て

い

る

の

で

あ
る

。

三

の

四

　
胞
衣
納
の

由
来

一

人

王

十

五

代
神
宮
皇
后
異
国

退
治
の

御
時

、

筑
前
の

国
三

笠
の

郡
に

お

ゐ

て
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応
神
天
皇
を
降
誕

し

た

ま

ふ

時、

胞
衣
を
箱
に

入
納
給
ふ

と

也。

今
の

箱
崎

の

八

幡
宮
是
な
り

。

誠
に

濁
世
末
代
の

凡
下

た

り
と
い

ふ

と

も
妄
に

納
ま

じ

き
は

胞
衣
也

と
云

々
。

　
神
功
皇
后
が
妊
娠
中
に

三

韓
退
治
を

し、

帰
陣
し

て

応
神
天

皇
を

生
ん

だ

と

い

う
伝
説
が

紹
介
さ

れ

る
。

物
事
の

由
来
は

古
い

こ

と

が
よ

し

と
さ

れ
る

傾
向
が

あ

り、

こ

の

伝
説
は、
　
「

岩
田

帯
」

の

由
来
な

ど

に

も
利
用

さ

れ

る
。

　
「

胞
衣
納
伝

記
」

で

は、

応
神
天
皇
は

豊
前
の

字
佐
入

幡
宮
で

生
ま
れ、

長
寿
を

保
っ

た

伝
説

と
、

京
都
東
山
の

吉
田

神
社
が

八

百
万
の

神
の

産
神
な
の

で
、

応
神
天

皇
の

胞
衣

は

吉
田
神
社
の

ほ

と
り
に

納
め

た

説
な
ど

が

紹
介
さ

れ

て

い

る
。

お

わ
り

に

　
人

間
が

子
を
生
む
「

出

産
」

と

い

う
行
為
は

、

生
物
が

種
の

保
存
の

た

め

に

な

さ

れ

る

「

自
然
」

な
も
の

で

あ

る

と

同
時
に、

現
代
の

日

本
に

お

い

て

は
、

薬
等

を
使
用
す
れ

ば

出
産
日

を

あ
る

程
度
決
め
ら

れ
、

ま

た
出
産
方
法
を

選

択
で

き、

さ

ら

に

は

避
妊

、

堕
胎
な

ど
と

い

っ

た

形
で、

そ

れ

を
拒
否
す
る

こ

と

も
で

き
る

と

い

う
点
で

、

き
わ

め

て

「

人

為
的
」

な
も
の

で

も

あ
る

。

人
為
的
な

も
の

で

あ

れ

ば
、

そ
こ

に

は

当
然
な

が
ら

文
化
が

あ

る
。

　
『

女
大
学
』

に

と

り
あ

げ
ら

れ

た

婦
入
に

関
す
る

事
項
の
一

つ

に

「

七

去
」

が

あ

る
。

夫
が
妻
を

離
縁
す
る

七
つ

の

理
由
で

あ
る

。

そ

の
．

つ

は

「

子
な
き
女
は

去
る
」

で

あ
る

。

　
「

家
」

の

存
続
が

重
要
で

あ
っ

た

時
代
に

は、

家
を

継
ぐ
子
が

必

要
と

さ

れ
た

。

こ

れ

は
、

女
性
が

、

男
性
の

庇
護
の

も

と

で

く
ら
す
た

め

に

は

無
事
な
出
産
が

条
件
で

あ
っ

た

こ

と

を
意
味
し
て
い

る
。

こ

う
し

た

後
継
者
が

必

要
さ
れ

る

社
会、

文
化
で

は
、

出
産
に

ま
つ

わ
る

儀
礼
的

な
こ

と

が
行
わ

れ、

そ

れ

に

は

ま

た
、

無
事
成
長
す
る

こ

と

を
祈
念
す
る

た

め

に
、

呪
術
的
な

行
為
が

含

ま

れ

る
。

小
笠
原
流
礼
法
に

お

け
る

出
産
関
連
の

も
の

は
、

今
日

の

医
学
的
観
点

か

ら

す
れ

ば

無
意
味
な
も
の

も
多
い

と

思

わ

れ
る

が
、

文
化
的

に

み

た

場
合

、

当

時
の

文
化
を
う
か

が

い

知
る
こ

と
が

で

き

る

貴
重
な

資
料
と

い

え
よ

う
。

（
注
1）

（
付
記）

東
北
大
学
附
属
図

書
館
狩
野

文
庫
所
蔵

。

川

瀬
康
子
「

東
北
大
学
附
属

図
書
館
狩
野

文
庫
所
蔵
「

産
所
諸
用

集
」

」

　
（
『

歴

史
情
報
6

』

二

〇

〇

三

年
三

月
）

に

翻
刻
さ

れ

る
。

本
稿
を

な
す
に

あ
た

り、

貴
重
な
資
料
の

閲
覧
を
許
さ

れ

た

東
北
大
学

附
属
図
書
館
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す。

本
稿
は

財
団
法
人
富
山
第
一

銀
行
奨
学
財
団
の

研
究
助
成
に

よ

る

も
の

で

あ
る
。
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